
内
閣
衆
質
一
五
四
第
三
七
号

平
成
十
四
年
三
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
西
暦
二
〇
〇
一
年
に
発
覚
し
た
外
務
省
の
一
連
の
不
祥
事
と
公
務
員
の
告
発
義
務
と
の
関
係

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

三

七

号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
西
暦
二
〇
〇
一
年
に
発
覚
し
た
外
務
省
の
一
連
の
不
祥
事
と
公
務
員
の
告
発
義
務
と
の

関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
は
、
「
官
吏
又
は
公
吏
は
、
そ
の
職
務

を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
る
の
で
、
右
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
公
務
員
に
は
告
発
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

二
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
が
告
発
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
国
家
公

務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

�
は
、
松
尾
克
俊
元
外
務
大
臣
官
房
総
務
課
要
人
外
国
訪
問
支
援
室
長
（
以
下
「
松
尾
元
室
長
」
と
い
う
。
）
が
、
平
成

八
年
十
二
月
下
旬
か
ら
平
成
十
二
年
六
月
上
旬
ま
で
の
間
の
合
計
十
四
回
の
内
閣
総
理
大
臣
の
外
国
訪
問
に
際
し
、
内
閣
総

理
大
臣
及
び
そ
の
随
員
に
係
る
実
際
の
ホ
テ
ル
利
用
料
金
と
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

一



第
百
十
四
号
）
に
基
づ
く
宿
泊
料
と
の
差
額
を
内
閣
官
房
が
支
給
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
差
額
を
水
増
し
請
求
し
て
、
内

閣
官
房
か
ら
総
額
五
億
六
百
六
十
五
万
七
千
五
百
二
十
円
を
詐
取
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
外
務
省

に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
一
月
二
十
五
日
付
け
で
、
松
尾
元
室
長
を
懲
戒
免
職
に
す
る
と
と
も
に
関
係
職
員
に
対
す
る
処

分
を
行
っ
た
。

�
は
、
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
所
属
の
外
務
省
職
員
一
名
が
、
平
成
三
年
か
ら
平
成
五
年
ま
で
の
在
任
期
間

中
に
公
金
を
流
用
し
て
私
用
車
の
購
入
等
に
充
て
て
い
た
と
の
報
道
が
平
成
十
三
年
三
月
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
に

お
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
同
職
員
は
、
同
大
使
館
の
館
員
ら
が
自
ら
の
福
利
厚
生
用
に
私
金
を
拠
出
し
て
積
み
立
て
た

も
の
の
管
理
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
一
時
的
に
借
用
し
て
私
用
車
の
購
入
に
充
て
、
そ
の
後
、
全
額
返
済

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
公
金
の
流
用
や
着
服
は
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。

�
は
、
小
林
祐
武
前
外
務
省
経
済
局
総
務
参
事
官
室
兼
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
準
備
事
務
局
課
長
補
佐
（
以
下
「
小
林
前

補
佐
」
と
い
う
。
）
及
び
大
隈
勤
前
同
室
兼
同
事
務
局
事
務
官
（
以
下
「
大
隈
前
事
務
官
」
と
い
う
。
）
が
、
平
成
十
二
年

二
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
八
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
の
間
に
、
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
の
社
員
二
名
と
共
謀
の
上
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
準

備
事
務
局
に
係
る
同
社
の
ハ
イ
ヤ
ー
の
使
用
料
金
を
水
増
し
請
求
し
て
、
外
務
省
か
ら
総
額
二
千
百
五
十
二
万
八
千
二
百
五

二



十
二
円
を
詐
取
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
八
月
六
日
付
け
で
、

小
林
前
補
佐
及
び
大
隈
前
事
務
官
を
懲
戒
免
職
に
す
る
と
と
も
に
関
係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

�
は
、
在
デ
ン
ヴ
ァ
ー
日
本
国
総
領
事
館
に
お
い
て
、
平
成
十
一
年
度
及
び
平
成
十
二
年
度
に
、
総
領
事
公
邸
の
賃
借
に

関
し
て
不
適
正
な
経
理
等
が
行
わ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
七
月
二
十
六
日
付

け
で
、
水
谷
周
在
デ
ン
ヴ
ァ
ー
総
領
事
（
当
時
）
を
懲
戒
免
職
に
す
る
と
と
も
に
関
係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

�
は
、
在
パ
ラ
オ
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
、
会
計
担
当
者
の
私
的
目
的
で
の
公
金
の
一
時
流
用
及
び
会
計
事
務
上
の
不

手
際
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
十
二
月
末
時
点
で
同
大
使
館
の
公
金
の
帳
簿
残
高
と
預
金
等
残
高
に
不
符
合
が
生
じ
た
事
案
で

あ
る
。
な
お
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
八
月
一
日
付
け
で
、
宮
崎
文
美
義
外
務
省
大
臣
官
房
付
（
当
時
）
外
関

係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

�
は
、
在
ケ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
、
荒
川
吉
彦
前
公
使
（
以
下
「
荒
川
前
公
使
」
と
い
う
。
）
外
外
務
省
職
員

二
名
が
、
住
居
手
当
の
受
給
に
当
た
り
、
同
手
当
の
制
度
や
住
居
に
係
る
賃
貸
借
契
約
書
の
内
容
等
を
十
分
に
確
認
し
な
い

ま
ま
申
請
を
行
い
、
平
成
九
年
五
月
か
ら
平
成
十
二
年
八
月
ま
で
の
間
に
同
手
当
を
不
適
正
に
受
給
し
、
さ
ら
に
、
右
職
員

二
名
の
う
ち
一
名
が
、
住
居
防
犯
対
策
費
の
補
助
を
受
け
る
に
当
た
り
、
補
助
の
条
件
に
つ
い
て
誤
解
し
た
ま
ま
申
請
を
行

三



い
、
平
成
九
年
五
月
か
ら
平
成
十
一
年
一
月
ま
で
の
間
に
同
費
を
不
適
正
に
受
領
し
て
い
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
外
務
省

に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
八
月
二
十
四
日
付
け
で
、
荒
川
前
公
使
外
関
係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

�
は
、
浅
川
明
男
前
外
務
省
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
大
阪
会
議
開
催
準
備
事
務
局
次
長
（
以
下
「
浅
川
前
次
長
」
と
い

う
。
）
が
、
平
成
八
年
二
月
下
旬
及
び
三
月
中
旬
に
、
ホ
テ
ル
会
社
の
営
業
部
国
際
営
業
課
係
長
等
と
共
謀
の
上
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
東
京
高
級
事
務
レ
ベ
ル
会
合
及
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
第
七
回
閣
僚
会
議
等
の
室
料
等
を
水
増
し
請

求
し
て
、
外
務
省
か
ら
総
額
四
億
二
千
二
百
十
五
万
八
千
七
百
六
十
一
円
を
詐
取
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

な
お
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
九
月
二
十
七
日
付
け
で
、
浅
川
前
次
長
を
懲
戒
免
職
に
す
る
と
と
も
に
関
係
職

員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

�
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
省
と
一
定
の

範
囲
の
民
間
企
業
及
び
社
団
法
人
と
の
取
引
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
同
省
の
七
十
一
の
課
又
は
室
と
合
計

十
一
企
業
及
び
一
社
団
法
人
と
の
間
に
、
一
部
の
取
引
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
余
剰
金
を
企
業
等
に
お
い
て
短
期
前
受
金
又

は
預
り
金
等
の
名
目
で
保
管
す
る
も
の
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
プ
ー
ル
金
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
事
案
で
あ
る
。

な
お
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日
に
同
事
案
に
係
る
調
査
結
果
報
告
書
を
発
表
す
る
と
と
も
に
関

四



係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
っ
た
。

三
の
�
に
つ
い
て

�
の
事
案
に
関
し
て
は
、
外
務
省
大
臣
官
房
長
が
、
松
尾
元
室
長
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
十
月
か
ら
平
成
十
一
年
三
月
ま

で
の
間
に
、
内
閣
事
務
官
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
の
外
国
訪
問
に
係
る
諸
経
費
の
支
払
に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ
れ
た
現
金
総

額
五
千
三
百
九
十
八
万
七
百
三
十
五
円
を
横
領
し
た
と
し
て
、
平
成
十
三
年
一
月
二
十
五
日
に
警
視
庁
に
告
発
し
た
。
な
お
、

同
告
発
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
東
京
地
方
検
察
庁
検
察
官
か
ら
、
平
成
十
三
年
八
月
六
日
付
け
外
務
省
大
臣
官
房
長
あ

て
処
分
通
知
書
に
よ
り
、
不
起
訴
処
分
と
す
る
旨
の
通
知
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
か
ら
�
ま
で
の
事
案
に
関
し
て
は
、
外
務
省
職
員
に
よ
る
告
訴
又
は
告
発
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
、
�
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
公
金
の
流
用
や
着
服
は
な
く
、
私
金
の
横
領
と
も
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断

し
た
た
め
、
�
及
び
�
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
か
否
か
に

つ
い
て
判
断
す
る
前
に
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
、
告
訴
又
は
告
発
を
行
わ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
外
務
省
に
お
い
て
、
�
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
告
訴
又
は
告
発
を
行
う
に
足
り
る
程
度
に
事
実
を
特
定
す
る
こ
と

五



が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
�
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
住
居
手
当
等
の
申
請
上
の
過
誤
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
詐
欺
の
犯

意
に
よ
る
行
動
で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
告
訴
又
は
告
発
を
行
わ
な
か
っ
た
。

�
及
び
�
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
同
省
の
調
査
の
結
果
判
明
し
た
事
実
関
係
を
基
に
、
捜
査
当
局
に

も
相
談
し
つ
つ
、
関
係
者
の
意
思
や
行
為
が
犯
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
�
の
事
案
に
関
し
て
は
、
外
務
省
に
お
い
て
、
関
係
職
員
に
対
す
る
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
「
プ
ー
ル
金
」
を

私
的
目
的
で
使
用
し
た
職
員
に
対
し
、
既
に
返
納
金
納
入
告
知
書
を
発
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
私
的
目
的
以
外
の
目
的
で
使

用
さ
れ
た
約
一
億
六
千
万
円
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
を
含
め
、
外
務
省
職
員
等
が
自
主
的
に
拠
出
し
た
上
、
国
庫
へ
速
や
か

に
返
納
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

捜
査
機
関
は
、
告
訴
又
は
告
発
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
捜
査
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
解
さ
れ
る
。
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